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 先週は週明けから株の大暴落で始まり、相場はリスク回避の流れになっています。 

為替相場は株ほどの混乱はなく、よくある調整のような感じです。 

 円高の動きとなっているためドル／円、クロス円ともに先週安値を割り込む動きには警

戒したいです。 

 今週は米国で指標発表が多いので株の動きとあわせて見ておきたいです。 

 

 

＜ドル／円＞ 

 

 ドル／円は１０８円まで下落。 

１０８円を割り込むと昨年９月の安値の１０７．３円が視野に。 

 １０７円を割り込むとテクニカル的にも中期的な円高方向への動きが心配です。 

  

＜気になるクロス円＞ 

 

 クロス円は週足の形が崩れてきているものが多く、中長期的に調整入りとなる可能性が

出てきました。 

 株の下落と連動しそうな感じもあるので、株が不安定な状況の時は注意。 

今週は、下値を固めて反発できるかどうかがポイントに。 

 

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では１０－１２月期ＧＤＰなどがあります。 

米国では消費者物価指数、小売売上高、ＮＹ連銀製造業景況指数、フィラデルフィア連

銀製造業指数、鉱工業生産、対米証券投資、住宅着工件数、ミシガン大学消費者信頼感指

数などが発表されます。 

欧州ではユーロ圏で鉱工業生産、ドイツで１０－１２月期ＧＤＰなどがあります。 

 ほかには、１５日から上海市場などが中国の旧正月のため休場となります。 


